まちづくり倶楽部・魅力発信グループ会議
平成22年6月11日（金）18:30～

場所：陽だまり

参加者：國枝、中田、湯本、柏谷

· 前回までの内容

活動のテーマの候補を５つにしぼった。

1 農産物を使った商品開発と販路形成

2 思い出土産

3 「マチ」と「ヤマ」のつながり

4 地域の魅力を伝える（雪・水・羊蹄山・じゃがいもなど）

5 倶知安に来てもらうイベント

また、これに加えて活動を進めるうえで考慮する事項も話しあった。
1 誰もが関われるまちの産業づくり（頭の片隅に）

2 学校と地域の連携（手段）

3 イメージの統一（手段）

· 今回の流れ
前回の内容を受けて、テーマ決めに向けて更なる絞込みを行うこととした。

絞り込むうえで考慮すべきは、「緊急性」、「必要性」、「難易度」、「日程」など。

絞るだけではなく、更なる意見、また、具体的にやりたいこと、気になっていることなどを話し合った。

· まとめ
結果として大きく分けて二つの活動を行うこととした。

1 メンバーで町内（商店街など）の散策をして魅力を探す。
→倶知安にあるモノを改めて確認し、ローカルな魅力を発信する。
（例：佐々木豆腐屋、ふたばさん、そばの自販機、なかやのパン、たこ焼き屋、アトム）
→発信の仕方を考える。発信する過程でひと工夫をする。

・裏情報などを一言添える。

　　　　（例：中華料理屋の多い理由。裏メニュー。県民ショーのような情報。）
・ターゲットをしぼり、それぞれに合わせた発信方法を考える。
（例：外の人、昔からすんでいる人、転勤等で出入りする人、マチの人、ヤマの人、女性）

（例：「女性ルート」：パワースポットとして話題の半月湖、美容に良い温泉など）

· 地図をイラストで作成

· 情報（地図等）を持ち運べるように

· ホッカイドウウォーカー等の活用
2 町民時計（美人時計、美女時計のようなもの）

仕事や生活にあった時間を町民の皆さんに担当してもらい、時間の表示をしたプレート等をもって撮った写真をHP等で表示する。

（例：朝の早い仕事の人は早朝。５時から男。ホルンの時報。）

· 次回
6月21日18:30～　＠陽だまり

今回決めたテーマの詳細検討。

散策の日程決め。

